Editor’s Note by 大塚, 将之 & OTSUKA, Masayuki
  千葉医学　96：115， 2020 
　第96巻 5号を会員の皆さまにお届けします。本
号では話題 1編，学会報告として呼吸器内科と
精神科の例会報告，2019年度猪之鼻奨学会の研
究補助金を得た研究の報告が掲載されています。
また，Chiba Medical Journal （CMJ） ではCase 
Report 1編を掲載いたしました。
　話題は，杉田克生先生と池田黎太郎先生の医学
用語語源で，2012年88巻 5号からのシリーズ 6回
目となり，楽しみにしている読者も少なくないと
思われます。今回は不随意運動や発作性疾患など
の神経症候用語が取り上げられています。医学用
語の語源を知ることは，その医学用語に対する理
解の奥行きが広がり，認識が深まることが改めて
感じられる内容になっております。
　第1406回千葉医学会例会・第19回呼吸器内科例
会（第33回呼吸器内科同門会）では12題の演題の
抄録と，巽教授による教育講演の要旨，特別シン
ポジウム，帰朝報告と，その構成に工夫が感じら
れます。また，第1417回千葉医学会例会・第37回
千葉精神科集談会は，症例報告のみならず，研究
成果や取り組みなど，伊豫教授自らの発表を含め
35題の演題があり，千葉県の精神科の活発な活動
がうかがえます。
　猪之鼻奨学会研究報告書は，一般の部として，
順天堂大学医学部附属浦安病院の近藤　豊先生，
千葉大学アレルギー・膠原病内科の田中　繁先
生，千葉県がんセンターの木下英幸先生，千葉大
学整形外科の牧　聡先生，千葉大学薬剤部の山
崎伸吾先生の 5名からの報告であり，それぞれ，
SIRS状態の敗血症患者の末梢血好中球ATP活性
からその重症度を評価する試み，急速進行性間質
性肺炎を合併する抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎患
者の予後を予測する因子の探索，骨肉腫のASK1
を中心とした肺転移分子機構の解明，大腿骨近
位部骨折X線診断の畳み込みニューラルネット
ワークによる診断能の評価，CHDF下MRSA薬
の吸着およびサイトカイン吸着への影響，といず
れも臨床に直結する研究であり，大変有意義なも
のであります。若手の部からは，千葉大学医薬品
情報学講座の山﨑由貴先生からの報告で，VCR
のTDM法確立のための血中濃度測定系の確立の
研究であり，これも完成すれば患者におおきな益
を与えうる研究であります。このような研究はす
べて仮説どおりにいくわけではありませんが，そ
れでも次につながる“なにか”を見いだせる可能
性があり，継続性をもって研究をすすめていって
もらいたいものです。
　CMJには，Okimatsu先生が運動障害や知覚障
害を伴わない対側臀部・下肢痛のみが主症状のダ
ンベル型胸椎腫瘍の 1例を報告されており，一読
の価値があります。
　その他，第13回（2021年度）千葉医学会賞およ
び奨励賞候補者の公募のお知らせもぜひご覧いた
だき，奮って応募いただきたいと思います。また，
CMJの投稿規定，査読者指針なども示されていま
す。投稿前にぜひご覧いただきたいと思います。
　今号では，和文の原著，症例報告がありません
でした。新型コロナウイルスの影響がまだまだ見
られ，巣ごもり状況が続きますが，逆にそれを利
用し，千葉医学，CMJの益々の発展のためにも，
是非とも投稿いただけるよう，よろしくお願いい
たします。
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